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⑧　平成30年8月15日　　　　　　　　　　尾張旭市議会だより

鵜殿質問

若杉たがし議員

パスポートの申讃、受取
を市役覇で行えないか
伺う

⑳課題が多いと考える

圃愛知県内どれだけの市町村
がパスポート申請、受取に対応

しているのか伺う。

④　市民生活部長　県内では、
瀬戸市を含め16の自治体が対応

している。

圃　県の旅券センターと合わせ
ると24市町村で行えるが、本

市で行うにあたっての問題点は

伺“か。

④　まず、人的体制の整備、ラ

ンニングコストなどの経費が年

間約550万円ほど必要になる。

また交付までの所要日数が2日

ほど長引く。更に本市で行うと

すると、原則、愛知県旅券セン
ターが利用できなくなり、必ず

しも市民の利便性向上に繋がら

ないと考える。

職掌絹藷
㊨懇霊露盤轍胴

囲　スケアードストレート（恐
怖を実感することで、それにつ

ながる危険行為を未然に防ぐ教

育手法）による交通安全教育に
ついて伺う。

④　市民生活部長　平成25年か
ら始まづたスケアードストレー

ト型の交通安全教室は、小学校

8校、中学校3校、高校1校で

実施し、今年1校の実施を予定
している。このことにより交通

安全意識の向上を図る上で高い

効果があったと考えている。

圃更なる今後の取組を伺う。

④愛知県警による児童館での
交通安全教室、夏休み小学生体

験型自転車交通安全教室、中学

校での愛知県警自転車取締部隊

Bフォースによる交通安全教室

の実施。今後、自転車交通安全

教育に取り組む市民団体OSC
Nじてんしゃスクールとも連携　と，

を図り、より実践的な自転車交

通安全教室を実施し、工夫して

取り組んでいく。

まつだまさる議員

インクルーシブ社会の
実現擾向けた課題につ
いて

尾張旭高障害者地域自
立支援連携会議の活性
化や機能向上への取組
は必要を認識している

【インクルーシブ（陸がい者が
排除されることのない包括的
な）社会の実現に向けた本市の

取組について】

圃第5期陣がい者計画・第5
期陸がい福祉計画・第1期陸が
い児福祉計画の推進体制につい

て。

④健康福祉部長　尾張旭市障
害者地域自立支援連携会議を中

心に、陣がいのある人にライフ

ステージに応じた支援を行い、

住み慣れた地域で安心して暮ら

していただけるよう、計画を推

進していく。

圃　各年代間のシームレスな
（切れ目のない）連携体制につ

いて。

④　ことも子育て部長　障がい
のあるお子さんや発達が気にな

るお子さんが、入図・入学・進

級や、さまざまな支援機関と関

わる際には、保護者の了解をい

ただいた上で、特性や好み、か

かわり方などを伝えるととも

に、お子さんの特性に応じた配

慮・支援方法を保護者と支援者
が共有するためのツー）レである

個別支援手帳「にこにこブッ

ク」を作成し、スムーズに継続

した支援を受けられるよう連携

に努めている。

④健康福祉部長　障害者地域

自立支援連携会議の日中活動・

就労部会が「福祉事業所説明会
と相談会」を開催して、保護者

向けに学校卒業後の進路や福祉

サービスの利用方法などを説明

する取組を行っている。　　と
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